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○要旨 

Campylobacter属菌は細菌性食中毒の原因菌として、近年、最も発生件数が

多くなっている。厚生労働省によると、Campylobacter属菌による食中毒の発

生件数は年間 300件、患者数は 2,000人にも及んでいる※1。これらは主に鶏肉

の生食が原因だといわれているが、牛の肝臓、胆汁にも Campylobacter属菌が

存在しており、特に人の食中毒原因菌であるC.jejuniが多い割合で検出される。

そのため農林水産省をはじめ※2、これまで多くの機関で研究が行われてきた。

今回、当検査所管轄内の Yと畜場において、牛胆汁中における Campylobacter

属菌の汚染割合及び品種別の汚染割合を調査したところ、若干の知見を得られ

たので報告する。 

 

 

○材料及び方法 

 平成 29年 8月から平成 30年 1月に、Yと畜場にてと畜された健康牛 59検体

（黒毛和種：25検体、交雑種：21検体、ホルスタイン種：13検体）の胆汁を

採材した。 

 無菌的に採材した胆汁 1mlをプレストン培地に接種し、42℃微好気条件下で、

1日～2日培養した。その後、培養液を 1白金耳 CCDA培地に接種し、42℃微

好気条件下で、1日～4日培養した。コロニーがとれたサンプルに対し、グラム

染色、カタラーゼ試験及びオキシダーゼ試験を行い、Campylobacter属菌と思

われるものに対して、PCR及び電気泳動を行い※3、菌種を特定した。 

 

 

○結果 

 陽性割合は 54％であった。品種別では黒毛和種 56％、交雑種 62％、ホルス

タイン種 38％であった。検出された菌種では C.jejuniが一番多く、66％であっ

た。ついで C.fetus 22％、C.coli 9％の順であった。その他の菌は Campylobacter

属菌ではあるが、種の特定ができなかった（表 1）。品種別の Campylobacter

属菌の割合は、どの品種でも C.jejuniが一番多かったが、C.fetus 、C.coliの割

合は品種によって異なっていた。また、肝臓の疾病の割合と Campylobacter属

菌の汚染状況は下記の表 2のとおりであった。 

 



 

表 1 

 C.jejuni C.coli C.fetus その他 検出 不検出 合計 

黒毛和種 8 0 5 1 14 11 25 

交雑種 10 2 1 0 13 8 21 

ホルスタイン種 3 1 1 0 5 8 13 

合計 21 3 7 1 32 27 59 

 

表 2 

 C.jejuni C.coli C.fetus その他 検出 不検出 合計 

出血性肝炎 0 1 0 0 1 1 2 

鋸屑肝 0 0 0 0 0 1 1 

肝膿瘍 1 0 1 0 2 1 3 

胆管炎 1 0 0 0 1 1 2 

褪色肝 0 0 0 0 0 3 3 

肝冨脈班 1 0 1 0 2 0 2 

その他肝炎 0 1 0 0 1 2 3 

疾病なし 18 1 5 1 25 18 43 

合計 21 3 7 1 32 27 59 

 

 

○考察 

 Campylobacter属菌の菌種は、他の研究※4,5,6,7でも言われているように

C.jejuniが一番多く検出された。C.jejuniは人の食中毒の原因菌となりうる。法

律で禁止されているとはいえ、牛の肝臓の生食事件に関する報道は今でも後を

絶たない。また、焼き肉店などでの肉の焼き加減は、客の判断次第であるとこ

ろが大きく、生の肝臓を喫食する可能性がないわけではない。牛の胆汁に汚染

された肝臓を生で喫食することによって、C.jejuniに感染し、最悪の場合、ギラ

ンバレー症候群を発症してしまうこともあるため※1、肝臓の生食の危険性を今

回の結果から、強く再認識すべきである。 

今回の結果からは、肝臓の疾病の割合と Campylobacter属菌の汚染割合は相

関していないように思えた。 

今後はさらに検体数を集め、Campylobacter属菌の汚染割合と疾病、性別、

季節などとの相関関係をとることで、より有用な研究になると考えられる。 
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